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平成26年　第３回伊仙町議会定例会　全議案（会期9/10〜19）
番 　 号 議　　　　案　　　　名 採決結果

報 告 第２号 平成２５年度健全化判断比率 報 告

報 告 第３号 平成２５年度資金不足比率 報 告

議案第３８号 伊仙町消防団条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３９号 伊仙町肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第４０号 平成２６年度伊仙町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第４１号 平成２６年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第４２号 平成２６年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第４３号 平成２６年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第４４号 平成２６年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第４５号 平成２６年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

認 定 第１号 平成２５年度伊仙町一般会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第２号 平成２５年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第３号 平成２５年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第４号 平成２５年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第５号 平成２５年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第６号 平成２５年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第７号 平成２５年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算 認 定

平成２６年　第３回伊仙町議会定例会　提出陳情審議一覧
番 　 号 件　　　　　　　名 採決結果

陳 情 第７号 ドクターヘリの早期配備を求める要望書 採 択

陳 情 第８号 川内原発１・２号機の再稼働に当たって２５０ｋｍ圏内に入る圏内全自治体の同意
を得る意見書 継続審査

○補正予算審議に関する総括
　補正予算の審議においては，「平成２６年度伊仙町一般会計補正予算（第３号）」について，議員より「平成２８
年度以降は，形式収支，実質収支ともにマイナスとなり，基金が０となると予想されていることから，今伊仙町がや
らなければならないことは，直接町民の負担軽減につながる施策に予算を費やしながらも，確実に町自体の自力を養
う方へ転換すべきだと思う」との討論がありました。
○平成２５年度伊仙町一般会計歳入歳出他６特別会計決算審査に関する総括
　決算審査においては，まず一般会計（歳入の部）において，町税の不能欠損額が３，８２８，１４９円，収入未済
額が３９，６２５，４２１円となっており，徴収体制の見直しを強く求めました。（歳出の部）においては，農業施
策に対して，予算措置をしているものの，費用対効果が乏しいうえに，農家との意識に多少の距離感があることを指
摘しました。また，子育て政策については，全国から注目されていることから，思い切っ
た予算措置をする必要性があるとの提言を致しました。
　特別会計においては，一般会計同様に，国保並びに介護の歳入において，多額の不納欠
損額，収入未済額があることから，今後は滞納分の徴収について，鋭意努力するよう指摘
いたしました。
（※なお，詳しい議会の内容については，町公式ＨＰに掲載されていますので，会議録を
ご覧下さい。）

議 会 だ よ り  い せ ん （ 2 ）



議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

地方交付税
3,010,402
53.6％

科目別歳入状況　総額5,613,145 （単位：千円）

（単位：千円）科目別歳出状況　総額5,490,623
議会費92,458

1.7％

労働費 19,314
0.4％

商工費 60,056
1.1％

消防費 166,915
3.0％

災害復旧費149,894
2.7％ 総務費 643,891

11.7％

民生費 1,256,668
22.9％

衛生費 527,134
9.6％

農林水産業費
678,135
12.4％

土木費 166,915
3.0％

教育費 360,707
6.6％

公債費 836,736
15.2％

依存財源
89.5％

自主財源
10.5％

■地方譲与税76,261　1.4％
■地方消費税交付金46,863　0.8％
自動車所得税交付金　11169　0.2％
交通安全対策特別交付金1,635
利子割交付金633
地方特例交付金385
配当割交付金633

■町税 284,181　5.0％
■繰入金195,523　3.5％
■繰越金64,838　1.2％
■諸収入68,931　1.2％

■財産収入20,936　0.4％
■寄附金8,984　0.2％
■分担金及び負担金51,525　0.9％
■使用料及び手数料61,692　1.1％

国庫支出金
731,410
13.0％

県支出金486,089
8.7％

町債 662,009
11.8％

平成25年度

一般会計歳入歳出決算

自主財源とは…町が，自主的に得られる財源で，町税が代表的です。そのほか，条例や，規則で基準を
　　　　　　　定めて徴収できる，使用料，手数料などがあります。

自主財源が１割ほどしか
なく，ほとんどが交付税
等に依存している状況な
んだな。



議 会 だ よ り  い せ ん （ 4 ）

要望の内容
少子高齢化対策としての「長寿・子宝モデル伊仙町」への支援について。
　長寿と子宝の双方が、相乗効果をもたらしているこの地域の特性は、少子高齢化施策に反映できうる可能
性を秘めていると考える。しかし、その要因をさらに調査分析し、活用できる施策立案のための専門的知見
が必要である。今後、国が進める少子化対策を新たなステージへ高める観点から、この伊仙町の取組を国の
少子化危機突破のためのモデルとして反映、その成果を国内の他地域へ波及できる体制づくりや、事業推進
に向けての財政的支援を要望するものであります。

雇用確保に向けた支援について。
　我が町は、農業を中心とした第１次産業が基幹産業であります。基幹産業を持続させるため、新規就農者
や担い手の確保、認定農業者への支援などあらゆる施策を講じて雇用に努めている。しかし、気象変動によ
る農作物の被害や販路開拓など、あらゆる課題が露呈し安定した所得が望めなく、特に若い労働者が、都市
部へ流出するのが現状である。そこで、地域の特性を活かし第一次産業に相乗効果をもたらすよう、６次産
業の確立を核とした企業誘致を行い、企業間のシナジー効果を促進することで地域経済活性化への活路を見
出し、それらを雇用に繋げていきたい。さらに、地方創生の核である経済基盤の確立、雇用の確保、企業が
進出を促進するための輸送コストの軽減等を要望するものであります。

移住定住促進対策について。
　我が町では高齢化と年少者人口減による過疎化が進行し、空き家も増加している。また、様々な理由から
そのほとんどが活用できないまま空いた状態となっている。そこで、空き家の利活用を進めることが地域に
とって、多くの効果をもたらすとともに、UIOターンを含め、基幹産業である農業や新たなビジネスの担い
手として、多くの若者が来訪、定住し、地域全体の振興と人口減少に歯止めがかかることが期待できること
から、市町村による空き家管理、交付金を活用した廃屋除去等でき得る法体系の整備、財政措置の拡大をし
て頂きたく要望するものであります。

県外先進 地研修
平成２６年１０月１日（水）午後～
（中央要望活動）
町が掲げる重要施策の支援を要望するため、石破茂内閣府特
命担当大臣（地方創生）・小泉進次郎政務官をはじめ、地元
選出議員５名のもとへ直接伺い要望活動を行って参りまし
た。

（千葉県・東京都）

3
2
1



議 会 だ よ り  い せ ん （ 5 ）

（奄美・成田間を就航するバニラエア）
　９月２９日（月）徳之島空港を出発して奄美空港経由で成田空港へバニラ
エア機（格安航空）を利用しました。
　初めてのバニラエアでしたが，約１８０人乗りで座席は少し狭いが乗り心
地はＪＡＬと何ら変わりはない。機内では，飲み物やお土産品などが販売さ
れており，充実した機内となっていました。
（千葉県JA富里市落花生について）
　３０日（火）午前９時３０分より，JA富里市会議室にて，担当者より落花生
の説明を受けました。そこで驚いたことは，我々は馬鈴薯の収穫後に植えつけ
るため，肥料を入れることはないが，富里では，落花生を植付けする前に肥料を入れることである。肥料は，落花生専用に
開発されたもので，２０Kg内に対し，窒素１Kg・リンサン３Kg・カリ４Kgで，一反あたり，３～５袋ほど散布するという
ことです。
　収穫においては，堀機を使用し，掘った後は，葉っぱを外に向け落花生の身は内側にして円形に積み上げ１カ月ほど天日
干しにするとのことでした。徳之島では湿気が多く外に積んで置くとカビが発生し，腐るのではないか。また台風の影響も
あるため，外に干すことは難しいと思われる。
　身をむく機械については，徳之島では，むき身にして販売されるのが一般的で，むく機械があるのではないかと質問した
ところ，取引が入り莢のまま行われる為，JA富里自体にむく機械はない。また，種子についても，JA富里（農協）ではな
く，専門業者が取り扱っていて，保管時も入り莢のまま保管するとのこと
でした。
　また一番気になる，収量においては，一反あたり，乾燥させて４００Kg
～５００Kg（莢つきのまま）×１Kｇ４００円は２０万の収量で，それらか
らコスト５万を差し引くと，反収１５万ほどになるという。徳之島の農家
に伺うと，一反あたり，１６０～２００Kgほどの収穫量で，割にあわない
という意見もあったが，馬鈴薯の連作障害を防ぎつつ，肥やしとなり，馬
鈴薯の倍率があがるのであれば，馬鈴薯と，落花生の組み合わせで，取り
入れたいものと感じました。
　以上，JA富里市での落花生を中心ではありますが，研修報告といたしま
す。

県外先進 地研修
美山議員研修レポート

このように積み上げ約1ヵ月天日干しします。
この地域の土は、火山灰土でとても細かい土

おおまさり・里の香・ナカテユタカ・
千葉半立の4種類あります。 落花生専用の肥料 JA富里市会議室にて研修の様子

＝　3泊4日　＝
9月29日　成田へ

9月30日　千葉県JA富里市

10月1日　国会議事堂・要望活動

10月2日　帰省
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度
は
Ｉ
Ｓ
値
０
・

７
以
上
保
つ
よ
う
に
求
め
て
い

ま
す
が
、
伊
仙
中
学
校
の
旧
３

階
建
校
舎
は
Ｉ
Ｓ
値
０
・
46
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
規
模
な

地
震
に
よ
り
、
倒
壊
の
危
険
性

が
あ
る
建
物
と
な
り
ま
す
。
耐

震
性
の
確
保
が
さ
れ
て
い
な
い

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
27
年

度
ま
で
現
在
の
ま
ま
使
用
し
、

28
年
度
以
降
は
未
使
用
と
い
う

事
を
県
の
学
校
施
設
課
に
は
報

告
し
て
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、
一
日
も
早
い
学

校
建
設
を
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
財
政
上
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
、
第
５
次
伊
仙
町
総
合
計
画

を
策
定
中
で
あ
り
、
そ
の
中
に

盛
り
込
ん
で
い
く
予
定
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問答

一
般
質
問

平
成
26
年　
第
３
回
定
例
会

通
学
路
と
し
て
の
安
全
性
は

Ｊ
Ａ
側
と
協
議
し
て
い
く

問

答

問

Aコープ伊仙店

伊仙中学校旧3階建校舎
（左側）

議 会 だ よ り  い せ ん （ 6 ）議 会 だ よ り  い せ ん （ 7 ）

修
繕
工
事
の
進
捗
状
況
と
耐
用
基
準

を
満
た
さ
な
い
旧
校
舎
の
対
応
は

第
５
次
伊
仙
町
総
合
計
画
で

盛
り
込
む

学
校
給
食
の
食
材
調
達
に
つ
い
て



た
。
ま
た
、
町
外
の
個
人
や
業

者
に
関
し
て
も
、
直
接
食
材
を

も
っ
て
こ
ら
れ
て
、
町
内
の
業

者
よ
り
も
物
凄
い
値
段
で
売
り

込
み
に
来
た
と
い
う
経
緯
等
も

あ
り
ま
す
。
町
内
外
を
問
わ

ず
、
食
材
を
直
接
売
り
込
み
に

来
ら
れ
た
業
者
や
個
人
に
つ
い

て
は
、
一
度
も
拒
否
し
た
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
地
元
商
店

の
方
や
個
人
の
方
で
も
、
こ
れ

だ
け
の
食
材
が
あ
る
と
い
う
事

で
、
直
接
持
っ
て
来
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
食
品
規
格
表
に
基
づ

い
て
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
適

合
す
れ
ば
必
ず
購
入
す
る
様
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
。

昨
年
度
、
当
給
食
セ
ン

タ
ー
に
食
材
を
納
入
さ

れ
た
業
者
及
び
個
人
は
35
団
体

あ
り
、
そ
の
内
、
島
内
が
31

団
体
（
伊
仙
町
は
23
団
体
）

で
、
全
体
の
89
％
に
上
り
ま

す
。
町
内
に
つ
い
て
は
、
県
全

体
か
ら
見
る
と
66
％
で
す
が
、

島
内
比
率
だ
と
74
％
に
上
り
ま

す
。
町
内
の
畑
で
採
れ
た
準
地

場
産
が
、
25
年
度
で
は
21
・
６

％
と
な
っ
て
お
り
、
郡
内
で
も

か
な
り
高
い
数
字
に
な
っ
て
い

ま
す
。
調
理
用
教
材
の
供
給
に

つ
い
て
は
、
一
般
に
学
校
給
食

用
基
本
物
資
と
称
さ
れ
る
、
小

麦
・
米
・
牛
乳
・
脱
脂
粉
乳
・

調
味
料
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島

県
学
校
給
食
会
を
通
じ
て
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
か
ず
に
用

い
る
食
材
は
、
献
立
に
基
づ
き

島
内
業
者
よ
り
購
入
し
て
い
ま

す
。
確
か
に
、
百
菜
や
Ａ
コ
ー

プ
の
方
が
旬
の
食
材
が
揃
い
や

す
い
し
、
品
揃
え
が
良
い
と
い

う
事
で
、
多
め
に
取
っ
て
し
ま

う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
先
日
も

町
内
の
個
人
の
方
か
ら
、
冬
瓜

が
だ
い
ぶ
採
れ
た
の
で
納
入
し

た
い
と
の
連
絡
も
あ
り
ま
し

豪
雨
災
害
に
つ
い
て
。

我
が
伊
仙
町
に
お
い

て
、
６
月
の
豪
雨
や
７
月
に
襲

来
し
た
台
風
８
号
に
よ
っ
て

東
伊
仙
東
集
落
の
字
義
ノ
津
で

上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
雨
水
で

畑
が
冠
水
し
、
農
作
物
を
植
付

け
て
も
毎
年
収
穫
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県

道
が
冠
水
し
車
が
通
行
止
に
な

り
、
住
民
の
生
活
路
線
と
し
て

機
能
を
停
止
し
て
い
る
状
況
が

新
聞
等
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
県
と
協
議
を
重

災
害
か
ら
町
民
を
守
る
た
め

の
対
策
は

美山議員

ね
て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
早

急
に
排
水
路
を
設
置
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
、
安
全
対
策

を
と
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
問

う
。

県
道
の
道
路
拡
幅
工
事

が
西
伊
仙
の
方
か
ら
順

次
整
備
さ
れ
役
場
前
で
工
事
が

止
ま
っ
た
時
点
で
、
再
度
県

と
排
水
路
等
の
交
渉
は
し
ま
し

た
。
や
っ
と
エ
デ
ィ
オ
ン
近

く
ま
で
計
画
が
出
て
き
て
、
そ

の
後
も
早
急
に
県
へ
継
続
し
て

東
伊
仙
東
ま
で
の
道
路
拡
幅
工

事
の
要
望
は
何
回
も
し
て
い
ま

す
。
路
線
が
決
定
し
た
時
点
で

そ
の
問
題
は
解
決
で
き
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で

の
間
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
か
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
緊

急
的
、
避
難
的
な
形
で
の
排
水

路
に
し
て
も
相
当
の
経
費
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
地
権
者
何
名

か
い
ま
す
が
、
粘
り
強
く
交
渉

し
、
も
と
も
と
あ
っ
た
水
路
を

復
活
さ
せ
る
の
が
一
番
早
い
わ

け
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
交
渉

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

地
権
者
と
の
交
渉
が
必
要

県
道
の
拡
幅
工
事
計
画

に
伴
う
町
の
要
望
に
つ

い
て
、
役
場
か
ら
エ
デ
ィ
オ
ン

電
気
店
ま
で
は
、
26
年
度
に
、

道
路
拡
幅
工
事
が
計
画
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
、
県
へ
住
民
の
生

活
路
線
と
し
て
の
機
能
を
向
上

さ
せ
る
べ
く
、
平
成
27
年
度
以

降
の
計
画
に
つ
い
て
、
要
望
さ

れ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
問
う
。

町
と
し
て
も
、
県
道
未

整
備
地
区
に
つ
い
て
早

期
整
備
の
要
望
を
し
て
い
る
と

議 会 だ よ り  い せ ん （ 7 ）

東伊仙東集落
台風8号により冠水（左側）

食
品
規
格
表
に
基
づ
い
て
個

人
か
ら
で
も
購
入
す
る

問

問

答

答

答 道
路
拡
幅
に
伴
う
県
へ
の
要

望
は

要
望
書
を
も
う
一
度
提
出



こ
ろ
で
す
。
今
後
、
未
改
良
区

間
の
早
期
事
業
採
択
の
要
望
書

を
も
う
一
度
、
県
徳
之
島
事
務

所
建
設
課
へ
提
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。集

落
排
水
路
の
設
置
に

つ
い
て
、
目
手
久
集
落

内
の
上
流
か
ら
雨
水
や
土
砂
が

流
出
し
、
住
民
が
大
変
苦
慮
し

て
お
り
、
個
人
の
手
で
は
対
応

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
今

後
、
災
害
が
発
生
す
る
前
に
、

他
の
集
落
も
含
め
て
、
危
険
箇

所
区
域
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
住

民
の
宅
地
を
中
心
に
、
災
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
排
水
路
の
設
置

や
土
砂
流
出
防
止
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
と

し
て
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
問
う
。

目
手
久
集
落
に
限
ら

ず
、
豪
雨
災
害
で
、
宅

地
や
農
地
へ
雨
水
が
流
出
し
て

畑
を
流
し
た
り
、
被
害
が
町

内
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
、
建
設
課
、
耕
地

課
、
町
道
、
農
道
関
係
で
、
排

水
路
工
事
の
予
算
を
確
保
し

て
、
長
期
的
に
整
備
す
る
よ
う

に
財
政
担
当
と
も
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

県
道
か
ら
、
な
く
さ
み

館
ま
で
約
２
０
０
ｍ
区

間
、
夜
間
照
明
が
な
く
、
闘
牛

運
搬
車
、
大
型
バ
ス
が
通
行
し

た
場
合
、
高
齢
者
や
子
ど
も
が

徒
歩
で
闘
牛
観
戦
の
行
き
帰
り

に
道
路
が
混
雑
し
て
大
変
危
険

を
感
じ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

は
、
す
ば
ら
し
い
ド
ー
ム
闘
牛

場
を
建
設
し
て
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
為
に
も
街
灯
を
設
置
し

て
、
安
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
問
う
。

平
成
25
年
度
決
算
状
況

を
基
本
と
し
て
、
平
成

26
年
度
以
降
の
歳
入
歳
出
予
算

を
比
較
し
た
時
の
今
後
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
、
ま
ず
公

債
費
の
増
額
に
伴
い
今
後
の
財

源
不
足
に
影
響
は
な
い
か
、
人

件
費
が
億
単
位
で
増
額
見
込
み

で
あ
る
が
、
職
員
採
用
に
問
題

は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
実
質

収
支
が
平
成
28
年
度
以
降
マ
イ

ナ
ス
に
転
じ
る
が
、
財
政
再
建

の
策
は
あ
る
の
か
、
積
立
金

（
基
金
）
が
、
平
成
28
年
度
以

降
０
円
に
な
る
が
そ
の
理
由
は

何
か
。
さ
ら
に
決
算
審
査
意
見

書
に
お
け
る
今
後
の
対
策
を
ど

の
よ
う
に
講
じ
て
い
く
の
か
問

う
。

大
変
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
今

美島議員

28
年
度
以
降
マ
イ
ナ
ス
収
支

に
対
し
財
政
再
建
の
策
は

後
は
長
期
的
な
財
政
計
画
を
た

て
て
い
く
中
で
、
徴
収
対
策
会

議
も
新
た
に
設
立
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
公
債
費

が
今
後
増
額
傾
向
に
あ
り
平
成

28
年
度
に
は
、
財
源
不
足
が
発

生
す
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職

員
給
料
が
平
成
23
年
度
と
同
水

準
で
す
。
積
立
金
（
基
金
）
に

お
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
が
な
く
な
る
上
に
、

２
億
１
千
４
百
万
円
程
度
の
財

源
不
足
が
生
じ
ま
す
の
で
自
主

財
源
の
確
保
（
税
金
、
使
用
料

等
徴
収
の
徹
底
と
歳
出
抑
制
の

断
行
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
28
年
度
に
お
い
て
は
ダ

ム
の
負
担
金
の
償
還
年
度
で
も

あ
り
ま
す
。

農
業
振
興
に
お
い
て

は
、
畑
総
事
業
、
畑
か

自
主
財
源
の
確
保
に
務
め
る

問

なくさみ館入口

議 会 だ よ り  い せ ん （ 8 ）

土
砂
流
出
防
止
策
の
必
要
性
は

財
政
担
当
と
も
協
議

安
全
対
策
に
街
灯
を

問

問

問

答

答

答

直
売
所
百
菜
の
決
算
状
況
は

県
道
か
ら
、
徳
之
島
な

く
さ
み
館
ま
で
の
街
灯

の
設
置
対
策
と
し
て
、
な
く
さ

み
館
の
夜
の
使
用
申
し
込
み
の

時
点
で
、
行
事
主
催
者
に
対
し

て
移
動
照
明
な
ど
準
備
す
る
よ

う
当
面
の
間
は
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
防
犯
灯
の
整
備
に
関
し

て
は
、
設
置
後
、
使
用
料
は
、

誰
が
払
う
の
か
、
電
気
代
は
誰

が
払
う
の
か
な
ど
設
置
後
の
管

理
の
方
法
を
地
元
と
し
っ
か
り

議
論
し
な
が
ら
財
政
の
状
況
も

踏
ま
え
、
夜
間
の
安
全
に
つ
い

て
は
、
補
助
事
業

も
模
索
し
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

補
助
事
業
も
模
索
し
な
が
ら

検
討



町
へ
の
予
算
、
６
４
７
万
６
千

円
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
応
援
基
金
で
子
育
て
支
援

金
と
し
て
活
用
で
き
な
い
の
か

問
う
。

今
年
度
だ
め
だ
っ
た
理

由
な
ど
を
十
分
検
証
し

て
、
来
年
度
１
０
０
％
事
業
を

勝
ち
取
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
は
全
て
一
般
財
源
に
な

り
ま
す
の
で
、
一
般
財
源
で
す

る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
戦
略

的
で
効
果
の
高
い
手
法
と
し
て

は
、
国
の
事
業
を
導
入
す
る
こ

と
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ん
事
業
の
早
期
完
成
と
同
時
に

行
政
と
し
て
指
導
の
取
組
が
必

要
で
あ
る
。
畑
総
事
業
の
進
捗

率
、
平
成
25
年
度
の
農
業
生
産

額
、
農
家
の
平
均
所
得
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
使
途
不
明
金
の
支
払
（
月
額

３
万
）
、
直
売
所
百
菜
の
決
算

状
況
、
特
産
品
加
工
工
房
の
事

業
経
過
と
運
営
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
平
成
25
年
５

月
13
日
の
説
明
で
は
、
指
定
管

理
者
を
募
集
し
て
、
平
成
26
年

１
月
に
協
定
を
結
ぶ
と
の
説
明

で
し
た
が
、
協
定
書
、
募
集
要

項
、
面
接
審
査
や
、
選
考
結
果

通
知
の
書
類
等
の
提
出
は
で
き

る
の
か
問
う
。

平
成
25
年
度
ま
で
に
目

標
面
積
１
７
６
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
対
し
て
、
１
３
６
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
進
捗
率
は
77
・

８
％
、
畑
か
ん
は
目
標
面
積

１
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し

て
４
０
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
進

捗
率
は
26
・
９
％
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
農
業
生
産
額

は
、
31
億
８
７
７
３
万
６
千
円

農
業
所
得
は
１
６
９
万
３
百
円

で
、
農
家
人
口
１
８
８
３
人
で

す
。

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
使
途
不
明

大
久
保
町
政
４
期
目
が

ス
タ
ー
ト
し
10
月
に
１

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
１
０
０
項
目

の
公
約
を
掲
げ
て
い
る
が
予
算

的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
今
後
は
更
に
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け

峻
別
し
、
実
現
に
向
け
臨
む
べ

き
と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
求

め
る
。

予
算
が
厳
し
い
中
で
す

け
れ
ど
も
、
予
算
な
し

で
実
行
で
き
る
事
、
既
に
実
現

で
き
て
い
る
項
目
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で

こ
の
５
つ
の
課
題
「
産
業
が
立

答

答

金
の
支
払
い
状
況
は
、
平
成
21

年
度
42
万
円
、
22
年
度
36
万
円

23
年
度
36
万
円
、
24
年
度
36
万

円
、
25
年
度
15
万
円
、
26
年
度

０
円
で
会
計
１
６
５
万
円
で

す
。
直
売
所
百
菜
の
決
算
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
度
売
上
合

計
が
１
億
６
千
３
４
万
８
４
４

円
で
、
支
出
合
計
が
１
億
６
１

６
７
万
２
５
２
６
円
、
赤
字
が

１
３
２
万
５
６
８
２
円
で
す
。

町
の
貸
付
金
が
５
０
０
万
円
で

す
。

　

特
産
加
工
工
房
の
事
業
経
過

と
運
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
建

物
の
本
体
工
事
が
完
成
し
て
い

ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
不
備
が

あ
り
、
今
様
々
な
問
題
が
出
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
工
場
を
指

定
管
理
者
制
度
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
残
っ
た
計

画
に
つ
い
て
は
、
町
は
そ
れ
に

手
続
き
上
は
関
係
な
い
状
況
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

町
長
は
「
子
宝
の
町
」

「
長
寿
の
町
」
を
宣
言

し
ま
し
た
が
、
出
生
率
日
本
一

を
自
慢
で
き
る
た
め
に
も
、
子

育
て
支
援
に
も
っ
と
力
を
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
国
庫

補
助
金
、
子
宝
か
ら
子
育
て
の

問

問

答

牧議員

ち
上
が
る
ま
ち
伊
仙
」
「
も
て

な
し
と
癒
し
の
健
康
長
寿
の
ま

ち
伊
仙
」
「
子
ど
も
達
の
未
来

を
育
む
ま
ち
伊
仙
」
「
全
て

の
町
民
が
主
役
の
ま
ち
伊
仙
」

「
歴
史
文
化
・
自
然
を
大
切
に

す
る
ま
ち
伊
仙
」
は
こ
れ
か
ら

伊
仙
町
が
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
全
て
を
こ
の
中
に
網
羅
し
て

い
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
全
般
の
遵
守
に

関
し
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
先
ほ
ど
優
先
順
位

を
つ
け
、
さ
ら
に
事
業
を
峻
別

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ

う
い
う
思
い
で
職
員
一
同
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
対
す
る

予
算
措
置
は

優
先
順
位
を
つ
け
事
業
を
峻
別

議 会 だ よ り  い せ ん （ 9 ）

伊仙保育園の子どもたち

１
３
２
万
５
６
８
２
円
の
赤
字

子
育
て
支
援
に
も
っ
と
力
を

１
０
０
％
事
業
を
勝
ち
取
る



平
成
28
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
奄
美
・
琉
球

諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を

前
に
補
助
率
の
高
い
効
果
促

進
事
業
等
を
活
用
し
観
光
案
内

板
、
公
共
ト
イ
レ
等
の
案
内

板
設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
問

う
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
が

確
実
な
も
の
に
な
れ

ば
、
観
光
客
の
増
加
は
大
い
に

期
待
で
き
ま
す
。
観
光
客
が

必
要
と
す
る
情
報
を
よ
り
多
く

提
供
す
る
こ
と
が
地
元
町
村
と

し
て
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
本
年
度
の
子
ど
も
議
会
に

お
い
て
、
鹿
浦
小
学
校
か
ら
同

様
な
質
問
が
あ
り
、
鹿
浦
小
学

校
で
は
「
伊
仙
ふ
る
さ
と
発

見
」
と
い
う
事
業
の
中
で
、
校

区
の
名
所
旧
跡
を
記
し
た
観
光

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
観
光
マ
ッ
プ
作
成
と

い
っ
た
取
組
を
教
育
委
員
会
と

も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
伊
仙

町
全
校
区
に
波
及
し
て
手
づ
く

り
の
観
光
マ
ッ
プ
で
観
光
客
を

も
て
な
す
と
い
う
方
法
等
も
進

め
な
が
ら
、
補
助
事
業
を
活
用

し
た
観
光
案
内
板
設
置
に
つ
い

て
も
観
光
客
の
利
便
性
向
上
の

た
め
に
は
、
実
現
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

徳
之
島
な
く
さ
み
館
へ

県
道
の
入
口
か
ら
防
犯

灯
（
街
灯
）
の
設
置
は
で
き
な

い
か
。
先
般
の
闘
牛
大
会
開
催

時
に
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
来
場

し
県
道
近
く
ま
で
車
を
駐
車

し
、
真
っ
暗
闇
の
中
を
歩
く
な

ど
大
変
危
険
な
状
況
で
あ
り
ま

し
た
。
早
急
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
対
応
で
き
る
の
か

問
う
。

現
在
伊
仙
町
の
方
で
防

犯
灯
（
街
灯
）
を
設
置

し
た
も
の
を
見
て
み
ま
す
と
全

て
が
設
置
し
た
側
が
修
理
を
し

て
電
気
代
を
払
っ
て
い
る
現
状

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
そ
の

辺
も
し
っ
か
り
と
、
ど
う
す
れ

ば
設
置
後
の
管
理
が
し
っ
か
り

で
き
る
の
か
模
索
し
た
上
で
実

施
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

天
城
町
の
平
土
野
港
近

く
で
発
生
し
た
松
く
い

虫
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
広
が

り
、
轟
木
、
花
徳
方
面
、
南
に

向
か
っ
て
は
、
千
間
海
岸
か
ら

秋
利
神
、
西
阿
木
名
へ
と
拡
散

し
、
上
成
川
下
流
を
経
て
小
島

集
落
ま
で
来
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
早
急
な
防
除
対

策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
対
策

を
講
じ
る
の
か
問
う
。

現
地
を
確
認
し
た
結

果
、
天
城
町
西
阿
木
名

の
コ
ー
ラ
ル
石
産
の
海
岸
一
帯

が
松
く
い
虫
被
害
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
松
が
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
広
が
っ
て
お
り
、
ま
た
、

伊
仙
町
方
面
へ
調
査
し
た
結

果
、
小
島
か
ら
小
原
海
岸
へ
進

ん
で
お
り
、
早
急
に
徳
之
島
林

務
駐
在
へ
報
告
し
現
地
確
認
を

依
頼
す
る
と
と
も
に
、
サ
ン
プ

ル
採
取
し
て
検
査
機
関
へ
お
願

い
し
ま
し
た
。
ま
た
防
止
対
策

と
し
て
薫
蒸
処
理
、
散
布
剤
樹

幹
注
入
等
の
申
請
準
備
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
部
地
区
の
庭
木
、
盆
栽
等
に

関
し
て
は
各
自
で
の
防
除
の
啓

発
を
防
災
無
線
及
び
経
済
課
通

信
等
で
徹
底
を
促
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

杉
原
川
の
表
流
水
復
活

並
び
に
、
河
地
浄
水
場

の
整
備
で
水
質
が
改
善
さ
れ
町

民
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
５
集
落
で
は
改
善
さ

れ
た
が
糸
木
名
・
木
之
香
・
東

犬
田
布
の
３
集
落
で
は
未
だ
に

地
下
水
に
依
存
し
て
い
る
た
め

苦
情
が
多
い
。
八
重
竿
集
落
の

裏
に
は
屋
久
田
川
の
上
流
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
表

流
水
が
海
へ
流
れ
る
ほ
ど
水
が

豊
富
で
あ
る
。
今
後
住
民
の
苦

情
や
要
望
、
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
の

電
気
代
等
を
考
え
た
場
合
、
早

急
な
対
策
が
必
要
と
思
う
が
表

流
水
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を

検
討
で
き
な
い
か
問
う
。

昨
年
度
に
杉
原
川
の
漏

水
管
の
一
部
と
河
地
浄

水
場
の
整
備
を
行
い
、
河
地
・

小
島
・
上
晴
・
崎
原
・
西
犬
田

布
の
５
集
落
に
表
流
水
を
供
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
よ

り
水
の
質
が
良
く
な
っ
た
と
多

く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
水

道
課
と
し
て
は
大
変
喜
ば
し
い

次
第
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
西

部
地
区
の
中
で
も
、
糸
木
名
・

東
犬
田
布
・
木
之
香
に
つ
い

て
は
や
は
り
硬
度
の
高
い
地
下

水
が
大
半
を
占
め
て
い
る
状
況

で
早
急
に
改
善
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
屋
久
田
川
の
水
源
に
つ
い

て
も
、
今
後
渇
水
期
に
お
い
て

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
住

民
よ
り
情
報
を
提
供
し
て
も
ら

い
な
が
ら
水
源
の
調
査
と
地
下

水
に
依
存
し
な
い
水
道
運
営
を

確
保
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問

問

問

問

答

答

答

答

徳之島なくさみ館（目手久）

杉原川源水

議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 0 ）

街
灯
を
早
急
に

設
置
後
の
管
理
が
課
題

松
く
い
虫
防
除
対
策
は

薫
蒸
処
理
、
散
布
剤
樹
幹
注

入
等
の
申
請
準
備

表
流
水
調
査
の
実
施
は

水
源
調
査
と
地
下
水
に
依
存

し
な
い
水
道
運
営
を
確
保

案
内
板
の
設
置
を

手
づ
く
り
観
光
マ
ッ
プ
を
作
成



い
。
ま
た
学
童
保
育
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
の
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
と
い
う
補
助
事

業
が
あ
り
、
本
町
で
は
児
童
館

で
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
保

育
所
等
か
ら
要
望
、
申
請
が
あ

れ
ば
、
県
担
当
課
と
協
議
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

東
部
地
区
東
公
民
館
の

利
用
率
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の

現
状
を
受
け
て
、
東
部
地
区
に

お
い
て
も
給
食
の
あ
る
保
育
園

を
と
い
う
要
望
も
多
く
あ
る
。

旧
西
公
民
館
は
、
わ
か
ば
保
育

園
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
大
変

喜
ば
れ
て
い
る
。
今
後
の
子
育

て
支
援
政
策
の
一
環
と
し
て

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

少
子
高
齢
化
で
人
口
が

大
幅
に
減
少
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
奄
美
群

島
は
、
航
空
路
運
賃
の
低
減
化

に
加
え
て
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
に

向
け
た
取
り
組
み

が
進
み
、
交
流
人

口
の
拡
大
の
機
運

が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
町

内
に
は
、
宿
泊
施

設
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
単
な
る
通
過

型
地
域
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
町

政
の
重
要
な
課
題

の
一
つ
と
し
て
、

検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

が
、
町
長
の
見
解
を
問
う
。

町
内
か
ら
も
東
部
地
区

に
も
認
可
保
育
所
が
必

要
と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
。

地
域
や
保
護
者
、
ま
た
69
名
の

僻
地
の
園
児
、
保
育
士
等
と
協

議
を
進
め
て
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
全
国
的
に
も
大
島
地
区
全

体
で
保
育
士
不
足
で
あ
り
、
こ

の
問
題
も
ど
う
し
て
い
く
か
課

題
で
あ
る
。

　

交
流
人
口
に
向
け
て
の

施
策
と
し
て
、
ほ
ー
ら

い
館
等
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設

の
整
備
は
検
討
で
き
な
い
の
か

問
う
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
、

未
就
学
児
、
低
学
年
の

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
長
期
休

暇
に
関
し
て
ど
の
機
関
も
対
応

を
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。
働
く
保
護
者
と
し
て
は

長
期
休
暇
も
安
心
し
て
預
け
て

働
け
る
よ
う
子
ど
も
達
の
安
全

な
居
場
所
を
作
る
べ
く
対
策
を

講
じ
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、

民
間
保
育
所
等
へ
の
委
託
や
補

助
を
含
め
た
支
援
を
行
っ
て
い

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
問

う
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
長

期
休
暇
の
預
か
り
保
育

は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
何
ら
か
の
対
策
を

取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
ま
で
幼
稚
園
は
学
校

と
い
う
位
置
づ
け
で
夏
期
休

業
等
を
規
則
で
定
め
て
い
る
。

今
後
、
幼
稚
園
で
実
施
す
る

に
は
、
ま
ず
規
則
の
改
正
や
預

か
り
保
育
の
実
施
要
綱
等
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、

検
討
し
、
早
い
時
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

永田議員

学
童
保
育
に
対
す
る
取
組
は

早
い
時
期
に
実
施
し
て
い
き

た
い 問答

わかば保育園

東部地区東公民館

徳之島交流ひろば「ほーらい館」

議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 1 ）

公
民
館
を
保
育
園
と
し
て
有

効
活
用
し
て
は

地
域
や
保
護
者
等
と
協
議

問

問 答

答

民
泊
施
設
の
整
備
は

町
政
の
重
要
な
課
題
の
一
つ

と
し
て
検
討



委
員
長
　
牧
　
　
徳
久

副
委
員
長
　
福
留
　
達
也

委
　
　
員
　
美
山
　
　
保

委
　
　
員
　
平
　
　
博
人

委
　
　
員
　
永
岡
　
良
一

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

度
重
な
る
台
風
18
号
、
19
号
の
襲
来
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
町
民
の
皆
様
方
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

災
害
視
察
に
て
避
難
所
で
待
機
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
の

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
台
風
の
も
た
ら
す
被
害
の
大
き

さ
、
精
神
的
苦
痛
等
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
体
育
祭
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

の
ご
協
力
の
元
、
ほ
ー
ら
い
祭
が
無
事
、
開
催
で
き
ま
し

た
事
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
３
回
定
例
議
会
を
９
月
10
日
か
ら
10
日
間
行
い
、

一
般
会
計
補
正
予
算
並
び
に
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
等
、
15
議
案
を
審
議
し
、
採
決
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
に
は
、
石
破
地
方
創
生
担
当
大
臣
へ
、

伊
仙
町
が
進
め
る
「
長
寿
・
子
宝
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
、

国
の
地
方
創
生
モ
デ
ル
と
し
て
支
援
す
る
よ
う
求
め
、
要

望
書
を
提
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

我
々
、
新
伊
仙
町
議
会
も
早
い
も
の
で
、
一
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
議
会
一
丸
と
な
り
、
皆
様

方
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
元
に
、
町
政
発
展
の
為
、
日
々

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
年
、
町
民

の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
伊

仙
町
議
会
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
編
集
後
記
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責　

平　

博
人
）

編
集
後
記

※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

６
月

25
日　

国
立
公
園
指
定
に
向
け
て
の
現
地
調
査
（
義
名
山
遊
歩
道
）

　
　
　
伊
仙
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会
（
中
央
公
民
館
）

27
日　

第
27
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｉ
Ｎ
徳
之
島
大
会
開
催
に
伴
う

　
　
　

カ
ー
ボ
パ
ー
テ
ィ
（
天
城
町
ヨ
ナ
マ
ビ
ー
チ
）

　
　
　

※
副
議
長
代
理
出
席

７
月

１
日　

伊
仙
町
新
規
採
用
職
員
辞
令
交
付
式
（
中
央
公
民
館
）

２
日　

徳
之
島
三
カ
町
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
役
員
会
開
催
に

　
　
　

伴
う
事
前
協
議
（
議
会
委
員
会
室
）

７
日　

出
前
福
祉
講
座
（
中
央
公
民
館
）

11
日　

平
成
26
年
度
第
３
回
全
員
協
議
会
・
意
見
交
換
会　
　

　
　

（
議
会
委
員
会
室
）

　
　
　

第
３
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会
告
示

13
日　

関
西
伊
仙
町
連
合
会
総
会
・
芸
能
大
会
・
懇
親
会　
　

　
　

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
※
副
議
長
代
理
出
席

14
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

15
日　

平
成
26
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会
開
会

16
日　

「
第
５
次
伊
仙
町
総
合
計
画
」
第
１
回
審
議
会　
　
　

　
　

（
議
会
委
員
会
室
）

18
日　

平
成
26
年
度
徳
之
島
三
カ
町
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
役

　
　
　

員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

20
日　

平
成
26
年
度
「
第
24
回
徳
之
島
民
謡
大
会
」

　
　

（
ほ
ー
ら
い
館
）

22
日　

伊
仙
町
子
ど
も
議
会
（
議
事
堂
）

26
日　

県
議
会
と
の
意
見
交
換
会
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会

　
　

（
大
島
地
域
）
」
（
大
島
支
庁
）

８
月

１
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

３
日　

ほ
ー
ら
い
祭
り
「
ち
び
っ
こ
相
撲
」
（
義
名
山
相
撲
場
）

12
日　

伊
仙
町
夏
植
え
出
発
式
（
伊
仙
町
役
場
）

　
　
　

８
月
駐
在
員
会
（
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
）

16
日　

伊
仙
町
合
同
金
婚
式
（
ほ
ー
ら
い
館
）

22
日　

平
成
26
年
第
４
回
全
員
協
議
会
・
常
任
委
員
会　
　
　

　
　

（
議
会
委
員
会
室
）

27
日　

徳
之
島
三
カ
町
合
同
防
災
訓
練
検
討
会
（
徳
之
島
町
生

　
　
　
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

28
日　

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之
島
地
区
野
菜
部
会
総
会

　
　

（
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
）

30
日　

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

　
　

（
町
内
）

９
月

２
日　

平
成
26
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
告
示

４
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

10
日　

平
成
26
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
開
会

議
会
の
う
ご
き

議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 2 ）

大漁祭り

　今回，９月２７日・１０月１９日に毎年恒例の伊仙
町漁業集落による大漁祭りを開催いたしました。
今年も町内外から多くのお客さんで賑わいました。
また来年も開催しますので，是非お越しください。

あまりの安さに行列

魚を贅沢に使用した魚汁が振る舞われた


